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Exp.346 U1430地点における中期中新世サイクル層序の確立とXRFスキャナーを用いた古海洋変動復元
Cyclo-stratigraphy of the Middle Miocene interval at Site U1430 and its paleoceanographic
reconstruction using XRF core scanner
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中期中新世は東南極氷床が拡大した時期にあたり、氷床量変動が当時の気候に影響を及ぼしていた事が示唆さ
れている[Zachos et al., 2001, Holbourn et al., 2005]。近年、海洋堆積物コアから得られた酸素同位体比
やXRFコアスキャナーデータにサイクル層序を適用した数万年の解像度での中期中新世古気候・古海洋変動復元
が行われており、地球軌道要素変化と古気候・古海洋変動との対応関係が明らかにされつつある[e.g;
Holbourn et al., 2013, Westerhold et al., 2005]。一方で、北太平洋域においては、遠洋堆積物中に石灰質
微化石をほとんど産しないため、サイクル層序を適用した高時間解像度の年代モデルすら確立していない。 
中期中新世の日本海は半閉鎖的な環境であったとされ[Iijima et al., 1988]、海水準変動及び酸素極小帯位置
の変化が日本海内の水塊構造に影響を与え、その結果生じた変動が日本海深海堆積物コアに見られる岩相変化
を生み出したとされる[Tada, 1994]。従って、東南極氷床の拡大・縮小に伴う海水準変動や太平洋域での海洋
循環パターンの変化を復元する上で、日本海深海堆積物コアを使った詳細な年代モデルの確立及び岩相変化パ
ターンの復元は重要である。 
そこで筆者らは、2013年夏に行われた統合国際深海掘削計画(IODP)第346次航海で得られたU1430地点の日本海
深海堆積物コアを用いて、中期中新世の高時間解像度サイクル層序確立を試みた。まず、船上データやコア写
真を用いて、完全連続な堆積記録の復元を行ない、それを基に船上で計測されたGRA,NGR等の連続データを編集
した。そして放散虫及び珪藻による微化石層序を基にした仮の年代モデルを作成し、それに基づいて時系列化
したGRA, NGRの連続データから40万年、10万年、4万年周期を抽出し、これらと地球軌道要素の離心率、地軸傾
度の時系列変化を対比して、サイクル層序に基づく高解像度年代モデルを確立した。こうして確立した高解像
度年代モデルを使って、XRFスキャナーによる元素組成データを時系列化し、中期中新世日本海における古海洋
変動復元を試みた。 
今回の発表では、サイクル層序の確立及びXRFスキャナーに基づく日本海堆積物の元素組成変動とその要因につ
いて議論する。
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